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少年センターとは何をするところですか 

湖南市少年センター  所長 川 邊 晋              

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

「一度だけ」 そんな考え 捨てないと  柴田 優姫さん（令和５年度菩提寺北小学校卒） 

薬物を 使ってしまうと 友が泣く    佐藤 颯さん（令和 5年度三雲小学校卒） 

「少年センターとは何をするところですか」といった質問を受けることがあります。湖
南市少年センター設置条例第１条「少年補導活動及び少年相談活動等を総合的かつ効果的に行い、
少年の非行を防止し、少年の健全な育成を図るため」の諸活動をする機関といった設置目的で示す
ことができます。しかし、実際このような質問を受けましたら、「少年に関わる様々な相談活動や補
導活動をとおして、非行防止や非行からの立ち直りのための啓発や支援をする機関」といった説明
をしています。 

少年に関わる相談は、多岐にわたりますが少年に関わる第一次相談窓口として受理の後、少年セ
ンターで具体的な支援ができる事案とより適切な機関へ繋ぐ事案にわけ、速やかな解決に向けた支
援を心がけています。 

 少年センターには、現職の教員を含む４人の指導員と 1 人のカウンセラーの計５名の職員が配置
され、学校等とは異なる立場で、少年問題の解決に向けたさまざまな支援策を探り、具体的な取組を
進めています。 

 確かに、非行少年の立ち直りの支援を中心に置く機関ではありますが、対象を特化することは現
実的ではありません。設置条例にあります「少年の非行を防止し」「少年の健全な育成を図る」趣旨
からも、広く少年問題に対応していく機関としての役割を果たすことが大切であると考えます。 

地震等が起こると「絆」という言葉をいろいろな場面で聞き、そのたびに昨今の社会情勢と地域社
会の人間関係を考えさせられます。「絆」とは「人と人との結びつき、支え合いや助け合い」を指す
のですが、そのバロメーターは、「困難に直面したとき、相談できる人や地域、機関がどれだけある
か」ではないかと考えます。たった一人でもいい、一つの機関でもいいので親身になって考えてく
れ、応援してくれる誰かの存在を知り、誰かと繋がっている安心感は、大きな壁の前で立ちすくむ少
年にとって、貴重であり前へ歩み出す生きる力の糧となるでしょう。そのような「絆」となる少年セ
ンターをめざしたいと考えます。 

また、少年センターは、少年補導員会の事務局を担っています。湖南市少年補導（委）員会として
甲賀警察署長と湖南市教育委員会から委嘱された３９名の補導（委）員さんが、補導活動や着ぐるみ
人形劇など啓発活動等でボランティアとして活躍されています。その活動を支える機能も大切にし
ていきたいと考えます。 

 今年度で、湖南市少年センターは２０周年となります。これからも、湖南市の少年を支える機関と
して、頑張っていきたいと考えますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。 

2 年ぶりに湖南市で仕事をさせ
ていただきます。人とのつながりを
大切に活動していきたいです。どう
ぞよろしくお願いします。 
休日は山城歩き！仲間募集中☆ 

 中学校保健体育科教員です。
これまで「子どもの良さを引き
出す」を信念でやってきまし
た。人が好きです☆新しい職場
でもこれまでの経験を生かし
てがんばります！ 
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「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物を やらない決意 かたい意志   佐藤 凪さん（令和５年度下田小学校卒） 

「ちょっとだけ…」 思い出して 家族の笑顔  田口 大翔さん（令和 5 年度菩提寺北小学校卒） 

第 27期少年補導委員会 

のみなさん 

カウンセラーに

よる保護者 

相談も増加 

少年センターの活動のなかで、年々増えてき

ているのが相談です。「少年センターって何をし

ているの？」という声もまだまだ聞こえますが、少

しずつ子ども・青少年の育ちについての困りごと

などを話せる場として認知していただいてきたと

考えています。家庭内のことはもちろん、近所に

困っておられるような様子があるなど、「困ってい

る」「どうしたらいいかな」というとき、利用できる

センターでありたいです。 

今年もよろ
しくお願い   
します 

(敬称略) 

会長 武藤 敬助

副会長 相宗 英明 野口 玲子 森 智美

啓発部長 渡邉 美子

会計 兜 義和

監査役 菅沼 正治 上西 稔治

石部中学校区 甲西中学校区 甲西北中学校区 日枝中学校区

〇山本 辰夫 〇宮島 昌務 〇菅沼 正治 〇上西 稔治

東出 佳己 兜　義和 下村 隆一 生越 幸雄

武藤 敬助 八太 正裕 岡田 幾佐代 小西 永子

渡邉 美子 井上 弘光 寺嶋 由美子 相宗 英明

服部 良隆 森　 智美 野口 玲子 牧　勝行

谷村 まさみ 上村 清隆 船越 裕子 村上 正文

連　千亜紀 多和田 貞吉 松尾 恵美 上西  定行

小出　陽子 今宿 由香子 園田 德治 藤田  陽子

田北 政之 井上 英久

松浦 典子 中井　徹

福本 真由美

橋本　武

加藤 美穂

生活リズムづくり 

将来の目標にむけて 

学習サポート 

就労支援 

保護者・家庭環境支援 

相談の状況は、「生活の様子のこと」「学校や学業のこと」「就職や仕事のこと」が大半です。センターを利用する少

年たちにとって「居心地の良い居場所」、「ちょっとした SOS でも発信できる場」、「自分は役立っているんだという自

信をつける場」であるよう日々活動しています。少年たちにとって、これまでの「生きづらさ」が何であるかは様々です

が、就労すること、自分で社会を生きていける力をつけることをゴールとして、寄り添ったり、背中を押したり、対話したり

することを続けながら関わっています。また、たくさんの連携機関と情報を共有しながら、少年の豊かな育ちをサポート

していきます。 


